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下水中の新型コロナウイルス “感染性認められず ”
～国内で初　迅速な調査実施で下水道関係者の安心確保に貢献～

令和３年度（第1４回）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

　令和 2年 3月に欧米諸国で下水から新型コロナウイルスが検出された事例が報道さ
れると、下水道関係者や都民の方々から「下水道からの感染が心配」という問い合わ
せが殺到しました。当初はWHOの見解を説明することで対応しましたが、具体的なデー
タが示せなかったため、この調査を発案しました。
　本調査の結果が全国の下水道関係者の安心確保につながったことは、担当として大
変嬉しく思います。施設管理部　環境管理課長
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PR ポイント! 取組の効果 !

　病原性ウイルス調査のノウハウを持つ東京都健康安全研究
センターと連携し、国内で初めて、実際の下水中の新型コロ
ナウイルスに感染性が認められないことを確認しました。
　ウイルス RNA の分析では沈殿物に注目することで、従来
法より感度の高い検出が可能になりました。
　調査結果は、新聞や雑誌、メールマガジン等に掲載され
るとともに、啓発用のリーフレットを作成して下水道関連
団体に配布するなど、様々な媒体で広く発信しました。

　これら調査結果を広く発信した結果、下水道関係者や都
民の方々、さらには全国の自治体からも「コロナの感染性
がないことが確認されてホッとした」、「安心して下水道工
事や作業ができる」など多くの反響をいただきました。
　また、調査方法や結果を取りまとめた査読論文が下水道
協会誌に掲載されたことで、今後の下水中の新型コロナウ
イルスの研究・調査の発展にも寄与できるものと期待して
います。


